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論文内容の要旨
〔目的〕
脳血流血節において，動脈血二酸化炭素分圧( PaC02 ) 及び、ヘモグロビン( Hb) 値はいずれも重要な
因子であり，ともにその臨床面での意義も注目されている。しかしこの両因子の脳血流に対する相互
の影響についてはこれまであまり注意がはらわれていない。なかでも低 Hb状態での CO2 に対する反
応は，組織への酸素供給と CO2反応性の両面の相互作用の点から興味がもたれるものの，いまだ明確
ではない。そこで本研究では血液稀釈の脳血流における CO2反応性への影響を明らかにすることを目
的とした。
〔方法ならびに成績〕
雑種成犬58頭を使用し Hb値の条件より脱血操作を行なわないコントロール群20頭(以下 C群と
略) ，中等度血液稀釈群19頭(以下M群と略， Hb 7.5:c 0.1 ( S. E. ) g/ dl)及び高度血液稀釈群19頭(
以下 L群と略， Hb 5.5:c 0.1 (S. E.) g/dl)に分け，種々の PaC02状態で、の脳血流量(cerebral blood 
flow 以下 CBF と略)を測定した。また股動脈及び上矢状渦静脈血採血を行ない，測定時の血液ガス
分析より酸素利用率(utilization coefficient 以下 u.C. と略)をあわせ検討した。
Pentobarbital sodium にて麻酔後 gallamine triethiodide にて無動化し，調節呼吸をした。血
液稀釈には股静脈より 3rc に加温した低分子デキストラン液を注入すると同時に，股動脈よりほぼ等
量の脱血を行ない 所定の Hb値とした。 PaC02調節において ， hypercapnia は room air に CO2 を
混じて調節し ， hypocapnia は hyperventilation にて目的とする PaC02 11直にした。水素クリアランス
法にて CBF を測定するため，直径 0.3mmのニ一ドル型電極を，頭頂部正中に作製した骨窓を通じて
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上矢状洞内に刺入した。またその約1伽1m後方に翼状針を刺入して上矢状洞静脈血採血に供した。 CBF
測定は，水素ガスを気管カニューレの側管よりおよそ 10分間注入した後，脱飽和曲線を得，その解析は
initial slope 法にて行なった。股動脈及び上矢状洞からの動静脈血採血は脱飽和直前に同時に行なっ
た。
CBF と u.C. を検討した PaC02の範囲は ， C群 9. 0 ~ 126.7mmHg, M群8.0 ~104.5mmHg L群 8.5
~ 116.伽ImHg であった。
1. PaC02 と脳血流量 ( CBF) の関係
C群では normocapnia(PaC02 36~45mmHg) 状態にて38.0 :! 1. 1 ( S.E. ) m 1/100 g/分の CBF を示
し， PaC02 の上昇し，また PaC02の下降ととも仁 CBF も低下して， S字状の相関をなしていた。
L群及びM群の Hb低下状態でも同様の傾向がみられるが， hypocapnia 時及び normocapnia 時の
CBF は C群に比し高値に保たれた。また PaC02低下による CBF の減少は Hb 値が低い群ほど小さ
くまり， L群では hypocapnia にでも normocapnia 時に比し有意な低下はみられなかった。他方 hyp­
ercapnia 時の CBF も Hb値の低い群ほど，より高値を示したが， PaC~が高くなるほど 3 群聞の差
は小さくなった。
2. 酸素利用率( U.C.) について
u.C.は以下の式にて算出した。
CaO.-Cv02 u.C.= ~~1--一一」一
Ca02 
Ca02 :動脈血酸素含量
Cv02 :上矢状洞静脈血酸素含量
C群でのu.C. は， hypocapnia状態では normocapnia 状態より上昇し， hypercapnia 状態では低下
していた。
M群， L群では normocapnia 状態にて C群に比し u.C.の上昇が見られ， CBF の低下する hypocapnia
状態ではさらに上昇がみられるものの，その程度は C群に比し小さく，極端な hypocapnia 状態では
C群との聞に有意な差がみられなかった。他方 hypercapnia状態では C群での同状態での値に比し高
値に保たれていた。
〔総括〕
1 . Hb値低下状態での CBF は. normocapnia状態では Hb 値が低いほど高値に保たれた。しかし
hypocapnia による CBFの低下が小さく 高度の低 Hh状態では有意な低下がみられなくなり，他方
hypercapnia に対する上昇が小さくなることより， PaCQ.値による CBF の変動は低 Hb 状態ほと、、小
さいことが.明らかになった。
2. U.C. は低 Hb状態により， hypocapn ia状態では C群とほとんど差がなく，他方 hypercapnia 状
態になるほど C群に比し高値を示した。
3 .低 Hb状態にて， hypocapnia では C群に比し CBF は高値を示すが U.C. はほとんど差をみず，
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PaC02が高くなるにしたがい CBF は増加の程度が少なく， U.C. は減少の程度が少ないという両者の
関係がみられた。
論文の審査結果の要旨
CO2は脳血流の強力な調節因子である。本研究はこの脳血流の CO2 に対する反応において， とくに
低ヘモグロビン状態での CO2反応性を検討した点が注目される。その結果低ヘモグロビン状態では脳
血流量は高値を維持するものの，その反応性の低下することを明らかにし さらに同時に生ずる血液
酸素利用率の変動についてもあわせ解明した。これらの成果は目凶盾環動態について新たな基礎的知見
を加え，今後臨床的にも利する所が大きく，価値あるものと認めた。
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